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【発熱、喉の痛み、咳などの症状があり受診したい場合は】　かかりつけ医や身近な医療機関、または厚生労働省新型コロナウイルス感染症相談窓口 0120-565-653
（9時〜21時）　【受診するか、救急車を呼ぶか迷った場合は】　千葉県救急安心電話相談☎♯7119（局番なし）または☎03-6810-1636平日・土曜日18時〜翌朝８時、
日曜日・祝日・年末年始９時〜翌朝８時

リフレッシュ教室D
で

Eカラダフレッシュ

広報レポーター
塩田元子（滝野）

　市では、将来に向けた農業経営の継続を総合的に支
援することを目的に、農業資材をはじめとする物価高
騰などの影響で、農業経営の安定に支障が生じている
農業者に対し、給付金を支給しています。
◎ 給付額…税務申告書類において、農業収入金額のう
ち販売金額に100分の5を乗じて得た額（上限30万
円。千円未満切り捨て）

◎申請期限…10月31日㈭
※�支給要件、申請方法などの詳細は2次元
コードから、または下記へ
問農政課給付金申請窓口☎33-4634
平日8時30分〜17時

　「農地を貸したいが、相手が見つからない」「規模を拡大したいが、農地が
見つからない」「農地を貸したい相手がいるが、何をすればいいのか分からな
い」。こんなときは、下記または農地中間管理機構（（公社）千葉県園芸協会）に
相談してください。借り手を探したり、賃料の徴収なども行います。
　なお、再生困難な遊休農地などは、借り受けができませんので、注意して
ください。

農地を貸したい人・借りたい人へ

農地中間管理事業の仕組み

農地を
貸したいなぁ…

よし、
規模を拡大しよう！

①農地の貸付登録をします
②市で担い手を探します
③�担い手が見つかったら、農地中間管理機構を通して貸し借り
を行います

※担い手が見つかるまでは自己管理をお願いします

農地中間管理機構

出し手 担い手

貸付

農地中間管理機構を
活用しませんか

問農政課振興係☎33-4488、（公社）千葉県園芸協会農地部☎043-223-3011

印西市営農継続印西市営農継続
特別給付金特別給付金

転貸

就学義務猶予免除者などの
中学校卒業程度認定試験

　学校教育法の規定により、病気などやむを得ない事由によ
って義務教育諸学校の就学義務を猶予または免除された人に
対し、中学校卒業程度の学力を認定するための試験が行われ
ます。
　なお、合格者には、高等学校の入学資格が与えられます。
時10月17日㈭
申8月30日㈮（消印有効）まで※願書の配布や提出方法、試験
の内容など詳細は下記へ
問文部科学省総合教育政策局生涯学習推進課☎03-5253-41�
11

　以前、皆さんにご紹介しました松山下総合体育館のレポート（本紙2月1日号参照）
に続いて、今回は松山下総合体育館で行っている、館内レッスン「リフレッシュ教室」
を紹介します。
　先日、教室のスタッフから、身体活動・運動を増やす「+10（プラス・テン）・+BK
（プラス・ブレイク）」のお話を伺いました。「今よりも10分多く体を動かす・座位時間
を30分に1回立ち、体を動かす」との国のアクティブガイドがあるそうです。私も、
あと10分運動に興味津々です。
　市では、年3期・各10回、3つの「リフレッシュ教室」を開催しています。その中の
イチオシは「健康体操」。「健康体操は文字通り、健康に楽しく体を動かすレッスンです。
ストレッチ・軽い体操、リンパマッサージ・足ツボも取り入れたレッスン構成です。
体がスッキリ軽くなること間違いなし。皆さんの参加をお待ちしています」と、笑顔満点の優しい指導員さんから元気をもらいました。「初
めての方や運動に慣れていない方でも楽しく続けられます。運動を始めるきっかけとして、この教室から始めてみてはいかがでしょうか」
と、責任者さんの心強い後押しもありました。既に1期の教室は始まっていて、2期・3期については本紙にも掲示されます。「健康寿命と
運動療法」には「フレイル・ロコモティブシンドローム・サルコペニア」が深く関係しています。1.フレイル≒要介護の前段階（加齢に伴う
生理的予備機能の減少）2.ロコモティブシンドローム（通称ロコモ。移動能力低下を示し、要介護の発生に関係）3.サルコペニア（加齢に伴

う骨格筋量の減少）は有害健康転帰を招きます。
　地域と健康をつなげる「リフレッシュ教室」に皆さんも参
加してみてはいかがでしょうか。トレーニングルームには
健康運動指導士や健康運動実践者も常勤し
ており、「皆さんの来館をお待ちしています」
との頼れる声かけに、また一歩元気なカラ
ダになりそうです。なお、詳細は市ホーム
ページでご確認ください。

健康体操の様子

ストレッチで体をほぐします楽しく体を動かします
▲今年度の各月の
レポートはこちら




